
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構

団体名

事例区分 公営企業 タグ

事例種類

・（公営企業）水道事業
・公共施設の集約化等
・（行政改革）業務の効率化

香川県

広域化等

香川県内における水道事業の広域化

公営企業の持続可能な経営の確保に向けた先進・優良事例集

団体の属性 都道府県
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◆背景

• 香川県内の水道事業では、人口減少による給水収益の減少が見込まれる一方、施設
の老朽化に対する更新費用の増加を見据えた経費の削減が必要であった。

• 水道事業に従事する職員の大量退職が見込まれる一方、業務運営に係る制度や手続
が県内の水道事業間で異なっており、それぞれの事業ごとの技術の継承が必要で
あった。

• 香川県特有の課題として、頻発する渇水時の水融通への対応が必要であった。

• これらの課題を解決するため、県内の水道事業を統合する広域化について検討する
こととした。

◆具体的内容

• 経営基盤の強化を図るため、県内の水道事業を統合して広域化を実施した。

◆効果

• 事業統合を実施することにより、職員給与費が削減された（▲約86,000千円）。

• 業務運営に係る制度や手続を統一することで、技術の継承が容易になり、業務運営
の効率化が図られた。

• 水源の一元管理により、渇水時の円滑な水融通が可能となった。

• 平成20年12月に水道担当者による勉強会を開始。

• 平成22年3月に水道広域化専門委員会（外部の有識
者で構成）を設置。

• 平成23年8月に広域化協議会（知事及び市町長で構
成）を設置。

• 平成27年4月に広域水道事業体設立準備協議会（県
及び関係市町で構成した法定協議会）を設置。

• 平成29年11月に企業団を設立。

• 平成30年4月から業務開始。

• 業務運営の効率化を図るため、各市町ごとに設置していた16か所の水道事務所を5
か所のブロック統括センターに統合した。

• お客さまサービスの向上を図るため、上記の各ブロック統括センターにお客さまセ
ンターを設置した。

• 業務運営の効率化を図るため、入札・契約制度を統一した。

• 広域化に伴い、民間の持つノウハウを活用するため、検針、調定及び収納等の窓口
業務や浄水場の運転管理業務等の民間委託を進めた。

【香川県広域水道企業団】
香川県内における水道事業の広域化（県内一水道）

香川県広域水道企業団総務企画課

• 令和9年度までの財政収支の状況等を踏まえ、令
和10年度に料金を統一する。

• 行政区域内人口 937,031人（令和4年1月1日時点）
• 行政区域内面積 1862.56km2（令和4年1月1日時点）
• 給水人口 934,771人（令和3年度決算）

広域化等

広域化のイメージ

●公営企業情報

●今後の展望

●取組のスケジュール

水道事業

●取組の概要

●取組のポイント

県内の水道事業が抱える課題に対応するとともに、将来にわたり安全で安心な水道
水を安定的に供給するための経営基盤の強化を図るため、県内における水道事業の
統合による広域化（全国初の県内一水道）を行った。

◆総事業費 県内水道広域化推進事業費 546,681千円

※17団体(県及び直島町を
除く8市8町)の水道事業
を統合

20


